
I はじめに

純粋失読の中で左後頭葉内側下面および脳梁膨

大に損傷があり右同名半盲を伴うタイプのものは

古典型純粋失読と呼ばれる（河村，1988）．古典

型純粋失読症例ではなぞり読みに類似の現象とし

て，他者の書字動作の観察により文字の読みが可

能になる現象が報告されている．この現象につい

ては書字動作の観察が視覚情報を補強する（鳥居

ら，1972），なぞり読み類似のメカニズムによる

（Landis et al，1982）などの仮説的説明がなされ

ている．しかし，Rizzolatti ら（1996）によるミ

ラーニューロン概念の提唱以来，急速に研究が進

んでいる「他者動作の観察・認知に伴う自己動作

表象の活性化」（Grafton et al，1996，Iacoboni et

al，2000 ； Tanaka et al，2001）という観点から

とらえなおした場合，自己の運動に起因するなぞ

り読みと，他者の書字動作の観察による読字の間

には，明確なメカニズムの違いがあると考えられ

る．書字動作の観察はあくまでも視覚情報であり，

これがなぞり読みと類似の状況を作り出すと考え

るためには視覚情報が運動情報に変換される過程

に関しての考察がなされなくてはならない．

今回我々は典型的な病巣を持つ純粋失読症例 1

例を経験した．本症例で観察された他者の書字動

作を観察すると読字が可能になるという現象につ

いて検討および考察を行った．

II 症　　例

65 歳，男性，右利き，農業高校卒業．左利き

家族素因無し．既往歴：高血圧，糖尿病，心房細

動．家族歴：特記すべきこと無し．現病歴：
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1999 年 9 月 8 日 20 時頃，自宅において突然嘔吐

し気分不良を訴えた．救急車にて近医搬送，頭部

CT検査にて脳出血を確認されO病院に転院とな

った．入院時一般内科所見：血圧 204/80mmHg，

脈拍 102/分．体温 36.9 度．血液検査にてWBC

25100，CRP 0.6，BS 295mg/dl．その他特記すべ

きこと無し．画像所見：MRI 検査の結果，axial

断面では，左側脳室後角後方から内側にかけての

部分と，脳梁膨大ほぼ正中部分に FLAIR 強調画

像で高信号域を認めた．正中断面でもT1 強調画

像で脳梁膨大正中部分に低信号域が認められた

（図 1）．

神経学的検査：意識清明．Glasgow Coma

Scale ： E4V4M6（名前は正しく答えたが年齢は

答えられなかった）．明らかな運動障害，感覚障

害，小脳症状は認めなかった．眼科診察にて右同

名半盲を認めた（ゴールドマン視野計による）．

入院後の経過：脳出血の診断で保存的治療（血

圧コントロール，脳浮腫治療）が実施された．降

圧剤内服にて血圧は安定した．経過中心房細動に

よる頻拍を認めたがジギタリスなどの投与で軽

快．糖尿病に関しては血糖降下剤内服にて

HbA1c 5.2 ％と良好なコントロールが得られてい

た．入院中，転倒し頸椎を打撲した．骨折は認め

られなかったが，左上下肢の軽度の麻痺が生じた．

神経心理学的所見：ここに報告するデータは

2000 年 12 月（発症後 1年 3カ月）から 2001 年 3

月の間に得られたものである．

・言語

（1）口頭言語：自発話は流暢であり軽度の錯語

を認めるものの，聴理解，復唱は良好であった．

物品や線画の呼称では軽度の障害を認めた．

SLTA の線画による呼称検査のスコアは 63/120

であった．「時計」→「お金，10 円玉」，「机」→

「リアカー」のような認知の誤りも見られたが多

くは「門松」→「正月に立てるやつ…」や「ご飯」

→「食べるものやな…」のような語想起の障害で

あった．

（2）書字：軽度の障害を認めた．仮名はほとん

どの文字を即座に正確に書けた（36/40（正解数/

試行数，以下同じ））．「ろ」で「ロ」，「た」で

「田」のように片仮名や漢字を書いてしまう誤り

がときに生じたが仮名を書くよう指示すると訂正

が可能であった．漢字は小学校 2年までに学習す

る文字で 25/40 とやや成績が低かった．誤りは想

起困難の他に字性錯書（例：大阪→大坂）を認め

た．書字の例を図 2A～ Cに示した．漢字の自発

書字や書取は可能であったが模写は不可能であっ

た．仮名の模写（図 2B）は自発書字や書取（図

2C）と比較して長い時間を要しかつ不正確であ

った．

（3）読み：仮名（4/46 ；濁音を除いたすべて

の仮名），漢字（0/40 ；小学校 2 年生までに学習

する漢字より），数字すべてに障害を認めた．「あ」

を「ち」と答えたり，「た」を「に」と答えるな

ど，提示された文字の部分から答えているように

思われる場合があった．形態による混同を思わせ

る誤答もあった（e.g.，「ほ」は「汗」と読んだ）．

また保続による誤答もしばしば観察された．文字

をなぞることは困難であり，自発的ななぞり読み
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図 1 画像所見
発症 2カ月後のMRI 画像（平成 11 年 11 月 17 日）

a，b は FLAIR 強調水平断像，cは T1 強調矢状断．

FLAIR 強調像では左側脳室後方～左後頭葉内側下

面にいたる領域及び脳梁膨大中央部分（△）に高信

号域がみられる．T1 強調矢状断像においても脳梁

膨大中央部分には低信号域がみられる．
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はできなかった．手掌への書字による触覚での文

字認知は良好で 0～ 9のアラビア数字および仮名

10 文字のすべてに正解した．このとき検査者の

書字動作に続いて患者自ら机上面に右示指で文字

を空書ししてから答えることがしばしばあった．

後述するように書字動作を観察すると文字が読め

る場合が多かったが，筆順を変えて書いた場合に

は提示されたとおりの筆順で空書はできていたが

読むことはできなかった．

様々な角度に回転させた文字，フォントの異な

る文字の異動弁別，実在文字に混在させた非実在

文字の検出，漢字仮名数字のカテゴリー分けなど

は可能であった．文字以外では，地図記号（温泉

マーク，郵便局など），道路標識（駐車禁止，追

い越し禁止など）などについて，その名称を答え

ること，およびその意味を正しく説明することが

可能であった．なお色名呼称は 2/10 と障害され

ていたが色カードのマッチング課題は正常であっ

た．

知能：発症後 1年 3 カ月（2000 年 12 月）の時

点におけるWAIS-R では（65 ～ 69 歳換算）言語

性 IQ＝ 81 であった．

・視覚構成機能

Kohs 立方体検査は，時間内に正解したのは 1

問だけであり，時間を制限しなくても他に 2問正

解しただけであった．図形の模写では，簡単な幾
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図 2 書字の例
A

（a）住所の自発書字

（b）上から下に，やま，ほん，いぬ，しんぶん，とけい

の書取

B

仮名の模写　上段（ち，み）がモデル．模写に際して患者

はモデルを何度かなぞったが図に示されるように逸脱が多

く観察された．

C

仮名の書取　短文の仮名による書取．上の○は検査中に検

査者が書き込んだもの．模写と比べて書字動作は速く正確

であった．



何学図形でも時間を要する場合が多く不正確であ

った（図 3）．

文字をなぞることも図 2B の上段（モデル）に

示したような逸脱が多く見られ長い時間がかかっ

た．書字動作以外の方法で文字を表現できるか，

という点を検討する目的で，直径約 1cm の棒状

の粘土を用いて文字を作る課題を行った．「つ」

や「し」のような簡単な文字も全く不可能であっ

た．いったん粘土から手を離し，机上に指で目標

となる文字を正確かつなめらかに空書し，再び粘

土を持って文字を作ろうとする場面が何度も繰り

返された．この他に，目標となる文字を提示した

状態でも同じ課題を行ったが，やはり文字を作る

ことはできなかった．しかし，提示された文字の

上に沿って粘土を置く課題は正しくできた（文字

は読めなかった）．また検査者が粘土で文字を作

って提示した場合は両手でそれに触れて「く，つ，

へ」など簡単な仮名を読むことができた．文字以

外では，粘土で指定された形を作る課題を実施し

た．「浮き輪」や「しゃもじ」は問題なくできた

が，人型（首と手足，大の字のような形）を作る

ことはできなかった．

・動作模倣

道具使用のパントマイムや日常動作の口頭指示

による表出，およびそれらの動作の理解はよく保

たれていて観念運動失行は認められなかった．頸

椎打撲によると診断されている左上下肢の軽度の

麻痺があるため，右手による動作模倣のみ確認し

た．上肢の運動の模倣は可能であったが，指の動

作の模倣は困難であった．実際には患者と向かい

合った状態で検査者が右上肢で動作を行い提示し

た後，患者に同じ動作を行うよう指示した．用い

た動作は，「左耳に右手で触れる」ような単発の

動作や「4拍子の指揮」のような右上肢の連続動

作であった．右上肢の運動の模倣は正確であった

（10/10）．一方，指の動作の模倣の場合には患者

は自分の手と検査者の手を何度も見比べ，長い時

間を要しかつ不正確である場合が多かった（1/5）．

例えば，検査者が第 3，4，5 指を伸ばし第 1，2

指を曲げて提示した場合には，患者は第 1．2．3

指を伸ばし第 4，5 指を曲げて，検査者の手と自

分の手を何度も見比べ「これでできています」と

答えるなどの誤りが見られた．

III 読みに関する検討

本症例では検査者の書字動作を観察することに

よって読みの成績が顕著に改善する現象がリハビ

リ場面でしばしば観察された．不十分な文字の視

覚情報が書字動作の観察によって補充されている

のであろうか，それとも，文字情報とは別の例え

ばなぞり読みのようなメカニズムにによって読み

が可能になっているのか，この点を検討するため

以下のような実験を行った．仮名課題は 2001 年

1 月 18 日および 23 日，漢字課題は同年 1 月 11

日および 16 日に実施した．いずれも最初に普段

リハビリで実施している漢字及び仮名単語の音読

課題などを数分実施したあとで開始し一日に約

20 ～ 30 分のペースで行った．患者及び家族は実

験の趣旨を説明された上で実験に参加することに

同意した．

・実験　白紙に空書する条件などでの仮名漢字

の読み

平仮名 16 文字（あ，お，こ，と，な，ぬ，ふ，

ほ，ま，や，よ，る，わ，を，ん）および漢字

16 文字（豆，左，百，王，古，村，町，犬，水，

見，広，立，切，引，同，古，早）を用いて以下

の 4条件で音読実験を行った．

条件 1：通常の音読．

条件 2：検査者が文字を示指で白紙上に空書す

る．

条件 3：文字を提示し検査者が指でなぞる．

条件 4：検査者が患者の右手をとって文字をな
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図 3 図形の模写
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ぞらせる．

16 文字を 4 つの条件で読ませるため全試行回

数は 64 回となる．各文字は各条件で 1 回ずつ合

計 4回提示される．提示順序は条件間でカウンタ

ーバランスして提示した．この他，同じ条件での

読みが連続しない，また同じ文字が続けて別の条

件で提示されないようにした．文字は明朝体 250

ポイントでA4 の白紙に黒で印刷したものを用い

（文字サイズは約 5cm × 5cm），机に向かった患

者の正面に視距離約 60cm で提示した．条件 1で

は 15 秒間までに回答がない場合は不正解とした．

条件 2，条件 3 では即座に回答があった場合をの

ぞいて 2回書字動作（条件 3ではなぞり動作）を

行い，2 回目の動作終了の時点から 15 秒でタイ

ムアウトとした．

結果は図 4に示すように仮名課題，漢字課題と

もに白紙に空書した条件 2での成績が最もよかっ

た．

IV 考　　察

・音読実験の結果と他者の書字動作の観察によ

る読みについて

純粋失読患者の読みが書字動作の観察で改善す

ることは鳥居ら（1972）Landis ら（1982），山鳥

（1985）などが記載している．鳥居ら（1972）は

症例 1として報告している純粋失読患者が臨床講

義において教授の板書をすらすらと読んだことを

記述し，そのメカニズムについて「…字や語が黒

板に書かれる状況を，筆順その他に気を配りなが

ら注意深く見ていたためであり，この現象は視覚

的インプルスによるかなり直接的な読みの促進で

あると見なすことができよう…」と考察している．

Landis ら（1982）は水銀中毒による視覚失認症

例Xについて，「提示された文字が読めないが他

者が空書した文字を読むことが可能であった」と

記載している．X は視覚認知課題および視覚表

象の想起や操作を必要とする課題のいずれにおい

ても重篤な障害が存在したことから，「視覚情報

から隔絶された言語中枢になぞり読みによって文

字の情報が伝えられ読字がなされている」と推察

している．

本症例においても書字動作の観察によって読字

が可能になる現象が観察され，それはなぞり読み

よりも効果的であった．文字の視覚情報が書字動

作の観察によって補充され読字が改善するという

考え方は，書かれた文字の上をなぞる条件（条件

3）よりも白紙に空書する条件（条件 2）の方が

読みの成績が良いという今回の結果から，妥当で

ないように思われる．本症例では書字動作の観察

において「書かれた文字の視覚情報」ではなく

「書く動作そのもの」が文字認知にとって重要で

あったということを今回の結果は示している．文

字の視覚情報から文字中枢に至る経路ではなく，

視覚を経由して得られた書字の運動情報から文字

中枢へのアクセスが生じることによって読みが実

現されていると考えられる．また他動的ななぞり

読みの場合（条件 4）よりも書字動作の観察（条

件 2）のほうが読みの成績がよいことについては，
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図 4 各条件における音読実験の結果
各条件での仮名および漢字の認知実験の結果

各条件の成績は，仮名課題：条件 1 ― 37 . 5 ％

（6/16），条件 2 ― 81.3 ％（13/16），条件 3 ―

43.8 ％（7/16），条件 4 ― 43.8 ％（7/16），漢字課

題：条件 1 ― 37.5 ％（6/16），条件 2 ― 87.5 ％

（14/16），条件 3 ― 62.5 ％（10/16），条件 4 ―

50 ％（8/16）．

仮名，漢字ともに検査者が空書した場合（条件 2）

で成績が最も高かった．



障害された文字の視覚情報による干渉が考えられ

るのではないだろうか．すなわち，学習された書

字という運動において書く動作という運動出力と

運動結果（＝書かれた文字）の視覚へのフィード

バック入力は損傷のない状態では精密なバランス

をもって実現されていると考えられる．本症例で

は文字の視覚情報処理に障害が生じたためこのバ

ランスが崩壊しているのではないだろうか．簡単

にいえば歪んだ情報ならないほうがましというこ

とである．自らの発話をわずかの時間遅らせて聴

かせると話し続けることが難しくなる現象（de-

layed auditory feedback）と同じような現象であ

るともいうことができよう．検査場面で患者は実

際にペンで文字を書くのを観察するよりも，指先

で文字が空書される場合の方が読みやすいという

内観を報告していた．同じ様な現象の例として，

大槻ら（1994）の報告した純粋失読症例で閉眼に

より書字が改善したという現象をあげておきた

い．

Landis ら（1982）が主張する“なぞり読みに

類似の現象”はどのようなメカニズムによって生

じていると考えたらよいだろうか．Rizzolatti ら

（1996）はサルの F5 領域に，サルがエサをつま

む動作をするときにも，実験者がエサをつまむ動

作をするのをサルが観察している場合にも同様に

活動上昇を示すニューロンを発見しミラーニュー

ロンと命名して報告した．F5 領域はヒトのブロ

ーカ領域に相当する．彼らのグループの一連の研

究結果から他者の動作の観察によって自己の対応

する動作が自動的に活性化されること，およびこ

れは他者動作の模倣や認知などに深く関与してい

る可能性が高いことが示され（Gallese et al，

1996，Fadiga et al，1995，Rizzolatti and Habib，

1998），ブローカ領域の機能の研究の新たな切り

口として高い関心が持たれている．一方，左縁上

回の損傷はパントマイム生成や動作模倣障害を来

すことからこの領域が動作表象の貯蔵や操作に重

要であるとされている（Heilman，1993）．イメ

ージング研究からも縁上回が他者の動作の認知に

関与していることが最近の研究で報告されている

（Krams et al，1998，Iacoboni et al，2000 ；

Hermsdoerfer et al，2001）．著者らは，fMRI を

用いた検討により無意味な手指動作の模倣におい

て両側の縁上回で有意な活動上昇を報告した

（Tanaka et al，2001）．他者動作の模倣にはブロ

ーカ領域および左下頭頂葉領域によるネットワー

クが重要な役割を果たしていることが推測され

る．本症例では他者の書字動作の観察は，上述の

ネットワークの働きなどによって自己の対応する

動作表象を活性化を生じ，それによって運動覚経

由で supramodal な文字表象へのアクセスが生

じ，結果的にはなぞり読みに類似のメカニズムで

文字の認知，音読が可能になっていると予想され

る．実際に患者は書字動作の観察のあとで自ら文

字を空書する動作がしばしば観察された．患者が

空書に関連する連続動作を模倣できることは前述

したとおりである．

従って本症例に見られた他者の書字動作による

音読の改善は，（1）ミラーニューロンシステムの

関与が推測されている観察された他者動作の自己

動作への変換が生じ，（2）損傷された文字の視覚

入力→文字中枢への経路が，書字動作の観察→自

己の書字動作表象の活性化→文字中枢という経路

によってバイパスされている，というメカニズム

によるものであると我々は推測している（図 5）．

なお，仮名，漢字ともに条件 1の読みの成績は

音読課題を単独で実施した場合（仮名： 4/46，

漢字： 0/40）と比較して正解率が高かったが，
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図 5 本症例での読字過程に関する仮説
本症例における読字過程のメカニズム（仮説）
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結果を個別に検討してみると，仮名および漢字の

課題のいずれの場合においても，通常の読みの条

件（条件 1）で正解した 6文字はいずれも他の条

件で先に提示されたものであった．逆に，条件 1

で最初に提示された 4文字は仮名，漢字ともにす

べて不正解であった．プライミングにより読みが

可能になったと考えられた．

今回の音読実験の結果から書字動作を観察させ

つつ読字訓練を行うことが有効であると考えられ

たため，実験の終了した 1月下旬から週 2回の外

来通院のリハビリにおいて書字動作を提示しての

音読訓練を行った．約 8週間後の時点では通常の

音読条件で仮名文字（3月 23 日および 26 日に実

施，1回目と同様に濁点以外の全ての仮名を使用）

で 21/46 と成績の上昇が見られた（χ2 乗値＝

15.873，df ＝ 1，p ＜ 0.001）．4 月 3 日および 5

日に実施した漢字の音読課題（前回と異なる漢字

を使用）においても改善がみられた．漢字音読の

結果は，正解数/試行数＝ 11/19（正解率 58 ％，

正解：船，机，象，顔，牛，靴，栗，鹿　鶏，蝶，

猿，不正解：卵，海，桃，空，枕，蟻，豚　着）

であった．リハビリ後の仮名，漢字音読の成績上

昇から運動覚による文字表象への迂回が通常の音

読機能の回復にある程度効果があったと考えられ

た．

・漢字と記号

記号と文字に関しては岩田（1979）に詳しい考

察がなされているが，今回の結果から書字運動と

文字表象という視点から考察を加えてみる．地図

記号や道路標識も読み方にあたる名称があり，意

味を持つ点で漢字と同様の機能を持つと考えられ

るにもかかわらず，本症例では道路標識や地図記

号の理解はよく保たれている．漢字は手で覚える

の言葉通り何度も書いて覚えるものであり，その

後も書いて使用する機会が多い．しかし標識や記

号は見て理解するためのものでありこれらを描く

機会は漢字と比較するときわめて少ないと考えら

れる．そのため漢字は視覚一聴覚一書字運動一発

音というモダリティ間での統合が意味表現ととも

に脳内に存在しているが，標識などは視覚一意味

というつながりが中心となっていると推測され

る．これらの違いが異なる神経基盤を形成する理

由であると考えられる．この仮説が正しいとすれ

ば，日常生活でしばしば見かけるが書くことは稀

であるような文字（例：麒麟，賽銭など）は記号

的要素が強いと考えられるため，複雑であるにも

かかわらず読めるという現象，および，その反対

に特殊な記号を日常的に書いていたというような

状況があれば他者の書字動作の観察によって記号

を認知することが可能になるというような現象が

純粋失読症例で観察されるであろう．

・文字の視覚表象に関する検討

患者は「カタカナの「タ」は，漢字ではなんと

読みますか？」や「四角の中に「十」を書いたら

何になりますか？」のような問いに答えることが

できなかった．問いに対して，患者は机上に正確

に空書はできていた．例えば後者の問いに対して

鉛筆で書きながら答えさせると，目標となる文字

（田）はほぼ正確に書けていたが読むことはでき

なかった．患者が書いた文字の横に正確な筆順で

検査者が同じ文字を書くのを観察させると正しく

読むことができた．また検査者の書いた文字と自

分の書いたものと見比べて同じであることも分か

ると答えた．この結果から，本症例では聴覚情報

からは文字の視覚的な表象の形成がなされない

か，もしくは形成されたとしても観察不能であり，

正しい筆順の書字動作によってのみ文字表象への

アクセスが可能になると考えられた．
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A case of pure alexia who can read letters by observing other’s writing action

Shigeki Tanaka1)2), Masahiro Katayama2), Tomoko Ozawa3), Toshio Inui4)

1) Faculty of Human Studies, Jin-ai University

2) Department of Cognitive Neuroscience, Okatani Hospital

3) Section of Rehabilitation, Osaka City Hospital

4) Graduate School of Informatics, Kyoto University

We reported a 65-years-old man who showed a pure

alexia with typical lesions. He can read most of letters

when he observes the writing actions of those letters, al-

though he cannot read them at all under a normal read-

ing condition. According to the results of his reading per-

formances under various reading conditions, we conclude

that visual information of letter writing actions might be

translated into his own writing action, then it might acti-

vate the stored motor representation of letter writings.

We propose that improved letter reading of our patient

through observing other’s writing action, might be one of

the few neuropsychological evidences that Rizzolatti’s

mirror neuron functions in human brain.

（Japanese Journal of Neuropsychology 18 ; 68-75, 2002）


